
◇民間事業者等により開発された有用な新技術を公共工事等において
積極的に活用・評価し、技術開発を促進していくためのスキーム。

公共工事等における新技術活用スキーム

活用 事後評価
技術の成立性
や活用効果等を
5件以上の活用結果
に基づき評価

公共工事等において、
施工条件等に適した
新技術を活用

登録

公共工事等に関する、
実用化された
技術を申請、登録

テ
ー
マ
設
定

現
場
実
証

技
術
比
較
表
作
成
・公
表

現場活用を迅速化する取組の強化（2016年から）
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◆開発者の申請により申請情報の妥当性を現場で確認する場合
⇒事後評価未実施技術を対象に、申請者（技術開発者）からの申請により、試行現場を
照会し活用を行うタイプ

◆施工者から契約前もしくは契約後に提案があった場合
⇒施工者からの提案に基づき、新技術の活用を行うタイプ

◆ニーズにあった新技術を募集し、使ってみる場合
⇒ニーズにあった新技術を開発者から募集し、審査・選考して活用を行うタイプ

発注者
指定型

◆発注者がこの新技術を使うようにと指定する場合
⇒現場ニーズ等により必要となる新技術を対象に、発注者の指定により活用を行うタイプ
⇒（選択肢提示型：Ｒ２年度新設）
テーマに基づく複数の新技術を選択肢として提示し、契約後に施工者が選択肢から
技術を選定するタイプ

テーマ設定
(技術公募)

◆技術募集テーマを明確に設定のうえ、新技術を募集し、使ってみる場合
⇒技術開発者からテーマにあった新技術を募集し、選考して活用を行うタイプ
活用後は、評価結果に基づき「技術比較資料」を公表する

【活用を促す取組み】

【基本となる活用方式】

・NETIS（申請情報）：「-A」技術

・NETIS（評価情報）：「-VE」,「-VR」技術

当初にNETISに登録した日の翌年度の４月１日から起算して１０年を経過した日まで

当初にNETISに登録した日の翌年度の４月１日から起算して１０年を経過した日まで

・NETIS（評価情報）：「推奨」,「準推奨」技術

当初にNETISに登録した日の翌年度の４月１日から起算して１５年を経過した日まで

NETISへの掲載期間

現場ニーズと技術シーズのマッチング
○ 「民間企業等とのマッチング」は、
i-Construction「ニーズとシーズ
のマッチング」の取組の１つ。
○ 建設現場で困っていることや試
してみたいことを「現場ニーズ」、そ
れを解決する技術を「技術シーズ」と
称して、現場ニーズを公表し、この
ニーズに対応出来そうな技術を持っ
ている企業を広く公募する。
○ マッチングイベントにて現場条件
や技術の内容を確認し、成立した技
術は現場での試行を行う。
○ 技術評価を行った上で現場実証
結果から更なる技術改良や試行現場
の拡大による現場実装を目指す取り
組み。


